
古
墳
時
代
（
３
世
紀
後
半
〜
７
世
紀
）

考
古
学

考
古
学

楽楽しし
いい

8

　
サ
ル
ス
ベ
リ
。
サ
ル
ス
ベ
リ
は
、
み

そ
は
ぎ
科
の
花
木
で
、
夏
季
に
目
立
つ

花
で
す
。
今
回
で
３
度
目
の
紹
介
と
な

り
ま
す
。

　
以
前
、
サ
ル
ス

ベ
リ
の
花
の
色
が

綺
麗
で
、
赤
・
ピ

ン
ク
・
紫
・
白
を

中
心
に
そ
の
中
間

色
な
ど
、
多
く
の

色
が
あ
る
こ
と
を

書
き
ま
し
た
。
こ

の
色
に
魅
せ
ら
れ
て
、

町
内
で
素
晴
ら
し

い
色
の
花
を
咲
か

せ
る
場
所
の
マ
ッ

プ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
濃
い
ピ
ン
ク
の

代
表
は
、
上
須
恵
区
の
集
落
の
中
に
あ

り
ま
す
。
紫
系
は
、
南
米
里
区
や
城
山

区
で
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
深

紅
は
、
若
杉
の
森
運
動
公
園
の
野
球
場

西
付
近
西
斜
面
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
白
色
の
素
晴
ら

し
い
花
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
広

い
芝
生
の
公
園
に
、
大
型
の
サ
ル
ス
ベ

リ
の
木
が
複
数
植
え
て
あ
れ
ば
、
夏
が

た
の
し
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
若
杉
の
森
運
動
公
園
に
は
、
か
な
り

の
本
数
が
植
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

と
二
十
年
位
す
れ
ば
見
事
な
深
紅
の
花

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
こ

の
公
園
で
は
す
で
に
、
小
さ
な
木
で
す

が
枝
先
に
花
を
付
け
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
筆
者
は
、
サ
ル
ス
ベ
リ
や
ム
ク
ゲ
、

ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
を
取
り
合
わ
せ
て
、

夏
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
自
然
教
育
林
事
務
局
長
）

　
◇
　
　
　
　
◆

　
珍
し
い
木
・
想
い
出
の
木
・
不
思
議

な
木
・
植
物
好
き
・
花
好
き
な
ど
木
に

ま
つ
わ
る
お
も
し
ろ
い
話
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

▼
連
絡
先
　
歴
史
民
俗
資
料
館

９
３
２
・
６
３
１
２

②
古
墳
時
代
の
集
落

 

　
先
日
、粕
屋
町
の
歴
史
資
料
館
で
開

催
さ
れ
た「
粕
屋
の
古
墳
」発
掘
調
査

報
告
会
に
参
加
し
ま
し
た
。そ
の
際
、

会
場
か
ら「
古
墳
時
代
に
は
ど
れ
く
ら

い
の
人
口
だ
っ
た
の
か
？
」と
い
う
質
問

を
受
け
ま
し
た
。

　
考
古
学
で
分
か
る
昔
の
人
の
生
活
の

痕
跡
は
、住
居
跡
や
倉
庫
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
集
落
や
、古
墳
や
横
穴
墓
な
ど

の
墓
で
す
。近
年
で
は
、昔
の
道
や
港
な

ど
も
各
地
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。集

落
や
古
墳
の
年
代
は
、出
土
し
た
土
器

な
ど
か
ら
お
お
よ
そ
の
年
代
は
分
か
り

ま
す
。そ
し
て
、集
落
に
何
人
の
人
が
住

ん
で
い
た
の
か
、古
墳
に
何
人
の
人
が

埋
葬
さ
れ
て
い
た
か
は
推
測
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。し
か
し
、人
口
に
関
し
て

は
、調
査
が
進
ん
で
集
落
や
古
墳
の
分

布
状
況
が
分
か
ら
な
い
限
り
は
推
測
の

域
を
越
え
ま
せ
ん
。

　
須
恵
町
に
は
、古
墳
時
代
の
集
落
の

発
掘
調
査
例
が
あ
り
ま
す
。乙
植
木
区

の
牛
ガ
熊
遺
跡
で
す
。こ
の
遺
跡
か
ら

は
、古
墳
時
代
後
期（
６
〜
７
世
紀
）の

竪
穴
住
居
が
27
軒
、掘
立
柱
建
物（
倉

庫
含
む
）が
28
棟
見
つ
か
り
ま
し
た
。

住
居
の
中
か
ら
は
、滑
石
と
い
う
石
を

用
い
た
装
身
具
や
紡
錘
車（
糸
を
つ
む

ぐ
道
具
）な
ど
の
、未
製
品
や
石
の
破
片

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。近
く
の
柿
ヶ
元

池
か
ら
も
、玉
作
り
の
遺
物
が
表
面
採

集
さ
れ
て
い
ま
す
。牛
ガ
熊
遺
跡
や
柿
ヶ

元
池
遺
跡
は
、玉
作
り
を
行
う
特
殊
な

集
落
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。　
　
　（
啓
）

　
猫
は
、
犬
の
次
に
人
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た
動
物
と
い
わ
れ
、

農
耕
を
し
て
収
穫
し
た
も
の
を
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
か
ら
守
る

た
め
に
飼
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
元
々
猫
は
、
犬
と
は
違
い
単
体
で
生
活
す
る
動
物
で
、
砂
漠
に
住

ん
で
い
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
為
か
あ
ま
り
水
を
飲
ま
ず
、
濃
く
て
臭

い
尿
を
し
ま
す
。

　
猫
は
、
生
後
５
か
月
か
ら
妊
娠
が
可
能
で
、
年
間
最
大
３
回
妊
娠

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば･

･
･

１
回
の
妊
娠
で
６
匹
生
ま
れ
、
生
れ
た
子
猫
の
半
数

が
メ
ス
と
す
る
と
２
回
目
は
１
８
匹
に
も
な
り
、
年
間
最
大
７
８
匹

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

苦情…『近所で猫が増えて困ってます。』
　●『かわいいから、つい…』、『かわいそうだから…』と野良猫
　　 にエサを与えると、猫は、次々と繁殖していきます。
　　　繁殖し、頭数が増え、家の外に出てしまうと、何をしてい
　　るのか全くわからず、近隣に多数の迷惑をかけることになり
　　ます。
　　　また、増えていけば、エサを与えることができなくなり、　
　 結局、知らない間に不幸な猫を作ってしまいます。もし、エサ
　　を与えるのであれば、『かわいそう』だけの気持ちでなく、飼
　　い猫として、きちんと責任をもって育てることが大切です。

苦情…『猫がうちの庭にきて、糞・尿をする!』
　●猫の糞・尿は、非常に臭く、その匂いはなかなか取れません。
　　飼っている猫が、自宅の外に出ている間、猫の行動は、飼い
　　主にも分かりません。
　　　そこで、自宅でトイレをするしつけをしていない猫は、自
　　宅の外に出た時に、糞・尿を行い、それが、他人の家の庭で
　　あったり、花壇であったりと様々です。
　　　飼い主本人が分からないところで、近隣に迷惑をかけてい
　　ることもあります。
　　　トイレは、自宅内でするようにしつけし、においやその始
　　末にも十分配慮しましょう。

苦情…『子猫がたくさん生れてしまったのでもらってくれる人は    
　　　　いないですか?』
　　   『猫の鳴き声がうるさい！』
　●オスの去勢手術は → スプレー（マーキング行為）やケンカ
　　を防止します。
　●メスの去勢手術は → 不慮の妊娠を防ぎ、発情時の鳴き声が
　　なくなります。また、手術による病気の予防・効果も多数あ
　　ります。
　　　飼い主が、責任をもって飼える猫は限られていると思います。
　　　不幸な猫を作らないためには、猫の家族計画は必要であり、
　　その責任は飼い主です。

　猫のエサに、犬のエサ（ドッグフード）を与えている方がいる
と聞きます。
　猫は、完全肉食性であり、犬が食べているドッグフードの栄養
素、猫に必要な栄養素は全く違います。ドッグフードを与えるこ
とにより、失明をするなどの事例があります。
　また、逆に関しても、犬に猫のキャットフードを与えることに
より、肝臓の病気にかかったりするようです。
　猫の食生活も考え、きちんとエサを与えましょう!

苦情…『猫がいなくなったのですが！』
　●役場には、衰弱や事故などで自力で移動できなくなった多く
　　の猫が、負傷動物として保護収容されます。しかし・・・そ
　　のほとんどの猫は、飼い主が判明していません。
　　　また、迷子になってしまった猫も、どこを行動しているか
　　分からず、猫の特徴だけでは、似た猫はたくさんいるため、
　　ほとんどが見つかりません。
　　　そのため、迷子札（飼い主の住所・氏名・連絡先）を首輪
　　などにつけていれば、飼い主が判明するケースが多数あります。
　　　猫のためにも、飼い主のもとに帰れるようにしましょう。

苦情…『猫が、道路・空き地で死んでいる!』
　猫は、発情すると交尾するまで何度も発情が繰り返しやってき
ます。
　そのため、外にでて異性を探し、放浪するため、感染症の病気
にかかる危険性が高いといわれており、外にいる猫の３０％以上が、
ネコ白血病やネコエイズの保菌者であり、交尾やグルーミング、
ケンカなどの外傷で感染することにより、命を失っていきます。
　また、人間の車社会の中で、猫にとっては、その車は、非常に
脅威なものであり、車の事故により死亡する猫は、後を絶ちません。
　なるべく室内で飼うように心がけましょう。

第
2
回　

�
人
と
猫
の
共
生
�

古墳時代の住居跡

次回は、『野焼き』について・・・

その一 野良猫にエサを与えない

その二 去勢手術を行う

その四 トイレのしつけをする

その五 室内で飼いましょう

その六 猫のたべもの?その三 迷子札をつける

八

月

の

木

の

花

八

月

の

木

の

花
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シ
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二
十
一
世
紀
の
森
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く
り
シ
リ
�
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二
十
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づ
く
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林
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森
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 は

な
し

ニャンとかしてほしい！猫の飼い方について お願い！!
現在、飼い猫や野良猫に関する様々な苦情が、非常に多くなっています。
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